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広報おおず 200310月号

大洲喜多合併協議会

の
名
栃
を

大
洲
喜
多
合
併
協
議
会
の
第
9
回
会
合
が
8
月
白
目
、
河

辺
村
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
、
大
洲
・
長
浜
・
肱

川
・
河
辺
の
4
市
町
村
の
行
政
や
議
会
、
学
識
経
験
の
委

員
な
ど
約
印
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

;弟9四大洲喜多合併お

、ピE
』 ヤ

企新市の名称を 「大洲市」とすることを決めた第 9回大洲喜多合併協議会

に
一決
定大洲市

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

「
大
洲
市
」
が

8
割
以
上

新
市
名
の
候
補
に
つ
い
て
の
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
が
今
年
7
月
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
調
査
用
紙
は
、

4
市
町

村
で
合
計
1
9
，8
8
7
配
布
さ
れ
、

回
収
数
は
9
，1
7
2
(回
収
率
必
・

1
%
)
で
し
た
。

こ
の
結
果
、
一
番
多
か
っ
た
の
は
「
大

洲
市
」
7
，6
9
0
で
回
答
の
お
・

8
%

を
占
め
て
お
り
、
続
い
て
「
肱
川
市
」

6
6
8
、
「
な
が
は
ま
市
」

3
0
9
、

「
河
辺
市
」
印
、
そ
の
他
「
喜
多
市
」

「
大
喜
市
」
な
ど
が
3
6
8
、
無
効
釘

で
し
た
。

こ
の
日
、
新
市
名
候
補
を
選
定
す

る
小
委
員
会
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
も
と
に
報
告
が
あ
っ
た
後
、
新
市

の
名
称
を
「
大
洲
市
」
と
す
る
こ
と

が
協
議
さ
れ
、
全
会
一
致
で
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

森川朋子さん・長田望さん

「大洲」の名前が残るんで

すね。

海から山まで新市の面積

は約 430平方キロメートル。

現在の 2倍の広さだから、

地域の連携が必要になりま

すね。

2 

末広英二さん・ 山崎陽平さん

合併まであと l年

3カ月。

新しい「大洲市j

になっても、市民の

皆さんが安全に、安

心して暮らせるよう

にがんばりたいと思

います。

大洲は新市の中心

に位置する場所にな

るという自覚と責任

が大切だと思います。

みんなが一緒にな

って よかったと思え

る合併であってほし

いです。
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広報ああず 200310月号

カヌーツーリング駅伝大会結果

カ
ヌ
i
ツ
ー
リ
ン
グ
駅
伝
大
会
結
果

一
ー一一

日制チ
l
ム・
2
5
3
人
が

力
ヌ

l
で
肱
川
を
下
り
ま

し
たカ

ヌ
1
で
5
区
間
を
リ
レ
ー
し
な

が
ら
肱
川
を
下
る
第
凶
回
大
洲
市
カ

ヌ
l
ツ
ー
リ
ン
グ
駅
伝
大
会
が
、
8

月
払
日

(
日
)
、
肱
川
日

・
3
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の

コ
l
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し

た。
大
成
橋
上
流
で
行
わ
れ
た
開
会
式

に
は
選
手
や
応
援
の
皆
さ
ん
な
ど
県

内
外
か
ら
約
3
0
0
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。
選
手
た
ち
は
、
大
会
関
係
者

か
ら
ス
タ
ー
ト
方
法
な
ど
の
説
明
を

受
け
た
後
、
「
経
験
者
」
「
一
般
」
「
中

学
生
」
の

3
つ
の
部
門
に
分
か
れ
て

次
々
と
ス
タ
ー
ト
し
、
次
の
選
手
の

待
つ
中
継
地
点
を
目
指
し
ま
し
た
。

毎
年
参
加
し
て
い
る
チ
l
ム
の
中

に
は、

流
れ
の
速
い
(
川
の
)
カ
ー

ブ
の
外
側
に
う
ま
く
コ

l
ス
を
と
り
、

タ
イ
ム
の
短
縮
を
狙
う
選
手
も
い
ま

し
た
。

今
年
は
、
常
連
チ
l
ム
が
活
躍
し

ま
し
た
。
菅
田
2
0
0
3
O
U
T

L
A
W
(ア
ウ
ト
ロ

l
)
が

一
般
の

部
で
三
連
覇
、
カ
ヌ
l
同
好
会
2
0

0
2
A
が
経
験
者
の
部
で
二
連
覇
を

果
た
し
ま
し
た
。

経
験
者
部
門

(B
チ
l
ム
-
U
人
)
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広報おおず 200310月号

大洲ジュニアトライアスロン大会結果

. ・・・・圃'~ --.勺 ，Jbj士洲 F'¥SH

自分の限界に勝手Ij!! 

第

9
回
大
洲
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
大
会
が
7
月
幻
目
、
肱
川
緑
地
公

園
や
肱
川
な
ど
で
聞
か
れ
、
小
学
生
か

ら
高
校
生
ま
で
の
選
手
1
2
3
人
が
水

泳
、
自
転
車
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
自
分
の

限
界
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

競
技
は
、
小
掌
3
1
6
年
生
部
門
、

中
掌
生
部
門
、
高
校
生
部
門
の
ほ
か
、

種
目
ご
と
に
選
手
が
交
代
す
る
駅
伝
の

部
(
各
部
門
に
設
定
)
が
設
け
ら
れ
、

ス
イ
ム
(
小
学
生
1
0
0
m
、
中
・
一
昌
生

2
0
0
m
)
、
バ
イ
ク
(
小
学
生
6
hM
、

中
・
高
生
印
刷
)
、
ラ
ン
(
小
掌
宝
2
刷
、

中
・
高
生
4
M
M
)

で
熱
い
戦
い
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
し
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
な
ど
約

2
0
0
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
家
族

や
仲
間
か
ら
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、

選
手
た
ち
は
、
懸
命
に
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
て
い
ま
し
た
。

企コール11
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広報おおず 200310月号

大洲ジュニアトライアスロン大会結果

...熱心に説明を聞く参加者たち 企はりきってスタ ート 11 企一障の風となって 企受付も大忙し 11

J !包J

企元気に選手宣誓1

企選手の健闘をたたえて ...川沿いのコースを自転車で力走

第 g回大洲ジ‘ュニアトライアスロン大会の結果
高校生 中 学 生 寸品Aー 生

部

李男子
6年生 5年生 4年生 3年生

駅伝 女 子 男 子 駅伝
女 子 男子 女子 男子 女 子 男子 女 子 男 子

門

第第 第第 第 第 第第 第第 第第 第 第 第 第第 第第 第第 第第 第第 第第 第第 第第 第第 第第 第第 第成
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阪府 市洲 望子持 見町 市洲 市洲市 県幡需
市市 町分県 市町

44139 36136 44 40 
首分

47142 41136 24 24 23 27125 24122 22121 31128 28127 26126 28127 26127 26125 32132 29129 27タ
分分 分分 分 分 分分 分分 分 分 分 分分 分分 分分 分分 分分 分分 分分 分分 分分 分分 分分 分
33117 36135 14 29 

秒13秒16 59109 21136 24 01 49 51152 34145 12155 55131 14153 53144 48116 31127 25127 38130 55109 13イ
秒秒 秒秒 秒 秒 秒 秒 秒秒 秒 秒 秒 秒秒 秒秒 秒秒 秒秒 秒秒 秒秒 秒秒 秒秒 秒秒 秒秒 秒秒 秒ム

5 



広報ああず 200310月号

手続きのはなし

12/1 
から

お
願
い
し
ま
す

婚
姻
・
震
予
縁
組
な
ど
の
戸
籍
届
出

近
年
、
当
事
者
の
知
ら
な
い
聞
に

虚
偽
の
婚
姻
屈
な
ど
が
提
出
さ
れ
、

戸
籍
に
事
実
と
異
な
る
記
載
が
さ
れ

る
と
い
う
事
件
が
各
地
で
発
生
・
発

覚
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
虚
偽
の

届
け
出
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
届
量
一
回

を
持
参
し
た
人
を
確
認
す
る
こ
と
に

な
川
手
品
し
た
。

大
洲
市
で
は
、
ロ
月

1
日
か
ら
身

分
証
明
書
に
よ
る
本
人
確
認
を
実
施

し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
本
人
確
認
は
、
平
成
日

年
度
中
に
全
国
す
べ
て
の
市
区
町
村
で

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

身
分
証
明
書
の
必
要
な
届
け
出

・
婚
姻
届

・
離
婚
届

・
養
子
縁
組
届
・
養
子
離
縁
届

身
分
証
明
書
と
は

運
転
免
許
証

・
旅
券

(パ
ス
ポ
ー

ト
)
な
ど
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
が

貼
付
さ
れ
た
証
明
書
の
こ
と
で
す
。

身
分
証
明
書
を
持
っ
て
い
な
い
人

も
届
け
出
は
で
き
ま
す
の
で
、
窓
口

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

本
人
確
認
が
で
き
な
か

っ
た
届
出

入
に
対
し
て
は
、
届
け
出
が
あ

っ
た

こ
と
を
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

窓
口
に
来
ら
れ
る
皆
さ
ん
に
は
お

手
数
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
戸
籍
係

宮

@

2
1
1
1
(内
線

1
1
3
)

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
の
際
の
本
人
確
認
に

住
民
基
本
台
帳

写
真
付
き
カ
ー
ド
が
使
え
ま
す

旅
券
(
パ
ス
ポ
ー
ト
)
申
請
の
際

に
、
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
運
転
免
許
証
な
ど

の
提
示
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
「
《
写
真
付
き
》
住

民
基
本
台
帳
カ

l
ド
」
で
も
本
人
確

認
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

(運
転
免
許
証
な
ど
も
こ
れ
ま
で
ど
お

り
提
示
で
き
ま
す
。
)

な
お
、
住
民
基
本
台
帳
カ

l
ド
に

は
、
「
写
真
付
き
」
と
「
写
真
な
し
」

の
2
種
類
あ
り
ま
す
が
、
旅
券
申
請

の
際
の
本
人
確
認
に
「
写
真
な
し
」

カ
l
ド
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
カ

l
ド
の
交
付
を
希
望
す
る

人
は
、
市
役
所
市
民
課
窓
口
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

A
V
カ
l
ド
発
行
手
数
料

5
0
0
円

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

合

0
8
9
・
9
2
3
・
5
4
5
6

公正証書には、判決書と同様に差し押 さ

えや取り立ての効力があります。遺言書も

公証役場で作成しておくと、家庭裁判所の

検認という手続きを受けることなく効力が

認められます。

公証役場では、当事者の依頼により、金

銭貸借、不動産売買・賃貸、損害賠償や慰

謝料の支払いなどの契約書(公正証書)を

伊 作成しています。公正証書に関する法律相

談は、無料でいつでも行っています。

問い合わせ先 八幡浜公証役場(八幡浜市広瀬)

ft 0894 -22 -2070 

10月は「仕事と家庭を考える月間」

包ミすーを詞11;去します
一 参 加 費 無 料 -

10月8日(水)午後 l時 30分~午後4時

東京第一ホテル松山 2階(松山市南堀端)

講演「誰のための仕事と生活の両立支援

か? 企業の人材活用の課題j

東京大学社会科学研究所教授

佐藤博樹

説明「次世代育成支援対策推進法について」

厚生労働省雇用均等・児童家庭局

定員 約 200人

参加申し込み先

(財)21世紀職業財団愛媛事務所

ft 089-921-5660 

講師

時

場

容

日

会

内

6 

問い合わせ先

愛媛労働局雇用均等室 ft089-935-5222 



大
洲
警
察
署
兵
頭
英
昭
交
通
課
長
に
聞
き
ま
し
た

緊
張
感
を
持
っ
た
運
転
と
横
断
時
の
安
全
確
認
を
!

信政に関する相談

総務大臣から委嘱された行政相談委員

が、行政相談所を開設します。相談は無

料で、秘密は固く守られます。

10月20日 (月)

午前 9時~正午

場所 市役所3階会議室

行政相談委員

山本敏和 (西大洲甲 2642-1)

辻 陽子(大洲 688-22) 

道路、交通安全、登記、郵便、

消費生活、社会福祉、公害、

行政サービス改善に関する意

見 ・要望など

10月20日-26日は行政相談週間

，/ 
強;hj

死
亡
事
故
が

8
月
に
市
内
で
連
続

発
生
し
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
お
話
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

-

死
亡
事
故
が
、
去
る

8
月
日
日

・

ロ
日

・
ロ
日
に
市
内
の
国
道
日
号
、
な

ど
で
連
続
し
て
発
生
し
、

3
人
が
亡

く
な
り
ま
し
た
。
警
察
で
は
、
緊
急

対
策
と
し
て
、
道
路
横
断
時
の
左
右

確
認
を
呼
び
か
け
た
り
、
交
差
点
な

ど
で
の
取
り
締
ま
り
を
実
施
し
た
り

1
レ
半
ま
1
レ
れ
~
。

市
内
の
皆
さ
ん
の
様
子
を
見
て
い

る
と
、
車
の
運
転
が
「
の
ん
び
り
し

て
い
る
」
「
動
作
が
ゆ
っ
く
り
」
と
い

う
印
象
を
受
け
ま
す
。

た
と
え
ば
、
信
号
が

「
青
」
に
変

わ
っ
て
も
な
か
な
か
発
進
し
な
い
車

ゃ
、
方
向
指
示
器
を
曲
が
る
直
前
に

出
し
て

い
る
車
を
見
か
け
ま
す
。
方

向
指
示
器
は
、
曲
が
る

3
秒
前
ま
た

は
却
メ
ー
ト
ル
手
前
で
出
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
事
故
防
止
の
た
め

に
も
、
は
っ
き
り
と
し
た
意
思
表
示

や
き
び
き
び
と
し
た
運
転
を
心
が
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
事
故
に
遭
っ
た
歩
行
者
は
、

危
険
に
対
す
る
認
識
が
足
り
な
い
場

合
が
多
い
よ
う
で
す
。
実
際
に
事
故

に
道
っ
た
人
に
話
を
聞
く
と
「
自
分

は
(
車
を
)
見
た
」
。
だ
か
ら
「
車

(
の
運
転
者
)
も
自
分
の
こ
と
を
分
か

っ
て
い
る
と
思

っ
た
」

と
い
う
独
り

善
が
り
の
答
え
が
返
っ
て
く
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
事
故
防
止
の
た
め
に

は
、
道
路
を
横
断
す
る
前
に
手
を
上

げ
、
「
道
路
を
渡
り
た
い
」
と
い
う
意

思
表
示
を
は
っ
き
り
と
し
て
、
自
分

の
存
在
を
車
の
運
転
者
に
発
見
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
安
全
を
心
か
ら
願
っ
て

い
ま
す
。
命
の
大
切
さ
を
よ
く
考
え
、

交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
ま
ち
に
な

る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

時

相談例

日

es社油担当{.五2二干旬口町

10月1日-7日は「法の日j週間
愛媛県司法書士会では、愛媛県土地家屋調査士会

及び松山公証人会と共催で、無料司法書士法律相談

所を開設します。

日時 10月4日(土)

午前 10時~午後3時

場所 大洲市民会館

相談内容

不動産の相続や売買などの登記、供託の手続き 、

訴訟手続(書類作成など)、公正証書の作成手続き

など

問い合わせ先

自
動
車
点
検
整
備
挺
進
運
動

叩
月
は
推
進
運
動
重
点
期
間

定
期
点
検

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
の
漏
れ
、
マ
フ

-

ラ

l
の
破
損
、
ブ
レ
ー
キ
パ
ッ
ド
や

タ
イ
ヤ
の
磨
耗
な
ど
を
よ
く
調
べ
て

お
き
ま
し
ょ
、
っ
。

日
常
点
検

ブ
レ
ー
キ
の
効
き
具
合
、
バ
ッ
テ

リ
ー
液
の
量
、
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
な

ど
を
乗
車
前
に
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

.
問
い
合
わ
せ
先

・

愛
媛
運
輸
支
局

8
0
8
9
・
9
5
6
・
1
5
6
3

ノ

「出会い系サイト 」を規制する法律が、

9月 13日から施行されました。

「出会い系サイト」に関係する犯罪か

ら児童生徒を守り、健全に成長できるよ

う環境づくりに務めましょう。

18歳未満の皆さんは、「出会い系サイ トj

を絶対に利用しないようにしましょう。

愛媛県司法書士会大洲支部

宮 24-2582

第二110番(通話料無料)

0120-31 -9110 

~24時間相談を受け付けています~

出会い系サイトを利用した

援助交際の勧誘は

犯罪 です

大洲警察署

生活安全ニュース

広報おおず 200310月号

F 
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広報ああず 200310月号

お知らせ

通
貨
紙
幣

終
戦
当
時
の
引
揚
蓄
の

税
関
で
は
、
終
戦
後
外
地
か
ら
永

住
の
目
的
で
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た

皆
さ
ん
が
所
持
し
て
い
た
、
次
の
通

貨

(紙
幣
)
・
証
券
な
ど
の
う
ち
、

当
時
認
め
ら
れ
て
い
た
限
度
額
を
超

え
た
た
め
上
陸
地
の
税
関
、
海
運
局
、

外
地
の
引
き
揚
げ
集
結
地
の
総
領
事

館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
も
の
を
お
返

し
し
て
い
ま
す
。

返
還
す
る
通
貨
(
紙
幣
)

・
証
券

-
日
本
銀
行
券
、
台
湾
銀
行
券
、

南
方
開
発
金
庫
券
、
満
州
中
央
銀

行
券
、
軍
票
な
ど
の
通
貨

・
国
債
、
株
券
、
預
金
通
帳
、
生 • 

証
券
な
ど
の
返
還

命
保
険
証
書
な
ど
の
証
券

昭
和
初
年
9
月
担
日
か
ら
昭
和
お

年
8
月
白
日
の
聞
に
、
叫
万
3
千
人

の
皆
さ
ん
か
ら
お
預
り
し
た
保
管
紙

幣
な
ど
の
う
ち
、
返
還
さ
れ
て
い
る

の
は
約
4
割
で
す
。

返
還
の
申
し
出
は
、
本
人
だ
け
で

な
く
、
そ
の
家
族
も
で
き
ま
す
の
で

最
寄
り
の
税
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

《
参
考
》
上
陸
地
に
つ
い
て

神
戸
税
関
管
内
に
あ
る
当
時
の
上

陸
地
は
、
神
戸
、
呉
、
宇
品
(
広
島

港
)
、
大
竹
の
各
港
で
す
。

税関のイメージキャラクター

麻薬探知犬カスタム君

問
い
合
わ
せ
先

松
山
税
関
支
署

管
理
課
(
松
山
市
海
岸
通
)

E
0
8
9
・
9
5
1
・
0
3
0
1

宇
和
島
出
張
所

(宇
和
島
市
住
吉
町
)

宮

0
8
9
5
・
2
2
・
1
2
5
4

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
ー
平
和
条
約
国
籍
離
脱
者
な
ど
の
戦
没
者
遺
族
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
弔
慰
金
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
j

金

額

A

マ
遺
族
へ
の
弔
慰
金

2
6
0
万
円

A
V
重
度
戦
傷
病
者
へ
の
見
舞
金

4
0
0
万
円

対
象
者

特
別
永
住
者
と
し
て
日
本
に
永
住

し
て
い
る
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

①

昭

和

ロ
年
7
月
7
日
以
後
公
務

傷
病
に
か
か
り
、
こ
れ
に
よ
り
昭

和
凶
年
ロ
月
8
日
以
降
死
亡
し
た

人
の
遺
族

②

昭
和
ロ
年
7
月
7
日
以
後
公
務

傷
病
に
か
か
り
、
こ
れ
に
よ
り
重

度
障
害
の
状
態
に
あ
る
戦
傷
病
者

③

平
成
日
年
3
月
白
日
以
前
に
死

亡
さ
れ
た
重
度
戦
傷
病
者
の
遺
族

請
求
期
間

平
成
同
年
3
月
白
日
ま
で

受
給
で
き
な
い
場
合

思
給
法
や
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

等
援
護
法
な
ど
の
給
付
を
受
け
た
人

が
い
る
場
合
な
ど
は
、
受
給
で
き
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

m
u
@
2
1
1
1
(内
線

1
7
6
)

愛
媛
県
長
寿
介
護
課
援
護
恩
給
係

8
0
8
9
・
9
1
2
・
2
4
3
4

っ・

金

..__ 

パートで働く人にも

職退
建退共制度険

間
保
月

働
進

労
促

宍
問
問 建設現場で働く皆さんの

ための業界退職金制度

退職金は、退職後の生活の

大切な支えです

中退共 (中小企業退職金共済

制度)は、 一般の従業員だけで

なく、パートタイマーなどの短

時間労働者も加入できます。

一般従業員よりも安い掛け金

( 2千円、 3千円、 4千円)も用

意されていますので、加入しや

すくなっています。

問い合わせ先

中退共退職金相談コーナー (広島)

ft082-240-7151 

ほとんどすべての建設業の現

場で働く人が対象です。

掛け金は、日額310円です。

事業主が変わっても退職金は

通算して計算されます。

事業主の皆さんヘ

。申し込み手続きは簡単 1

.経営事項審査で加点 !

4・掛け金は全額非課税で国が一

部補助!

問い合わせ先

建退共愛媛県支部

ft 089 -943 -5406 

思わぬ労災

予期せぬ失業

しっかりサポート労働保険

厚生労働省では、 10月を労働

保険適用促進月間と定め、全国

で労災保険 ・雇用保険の未手続

き事業所の解消に努めます。

労働保険についてのご相談・

お問い合わせは次のところまで。

問い合わせ先

ハローワーク大洲

愛媛労働局窓089-935-5200

宮 24-3191
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広報<n<nず 200310月号

土地の利用について

開

一州
イ診
J
M
/

川
町
ん
げ
グ
/
ザ

土
地
に
つ
い
て
の
基
本
理

〈

念
や
土
地
対
策
の
重
要
性
な

川
円
引い

ど
に
つ
い
て
の
国
民
の
関
心

Mg
 

を
高
め
そ
の
理
解
を
深
め
る

う

ー
た
め
、
国
土
交
通
省
で
は
、

しS
A
 

一
毎
年
四
月
を
「
土
地
月
間
」

J

い
と
し
、

m月
1
日
を
「
土
地

コ
の
日
」
に
制
定
し
て
い
ま
す
。

4

期
間
中
は
、
全
国
各
地
で

ザ

開
催
さ
れ
る
様
々
な
イ
ベ
ン

d

卜
を
通
じ
て
、
普
及
・
啓
発

J

活
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

H
A週一

為
凶必許可番そ/

行発
開
発
行
為
に
は
許
可
が
必
要

開
発
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
と
き

に
は
、
都
市
計
画
法
に
よ
っ
て
事
前

に
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。

開
発
行
為
と
は
、
建
築
物
や
工
作

物
の
建
設
を
目
的
と
し
て
行
う
土
地

の
造
成
な
ど
を
い
い
ま
す
。

知事の許国h~肱璽な
開発行為

3，000平方メートル以上の開発行為

10，000平方メートル以上の開発行為

一大洲市の場合一

都市計画区域内の場合

都市計画区域外の場合

こ
れ
以
外
に
も
、
大
規
模
な
開
発
、

林
地
開
発
な
ど
が
あ
り
、
土
地
の
造

成
な
ど
に
は
、
種
々
の
制
約
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
大
洲
土
木
事
務
所

宮

@
5
1
2
1

市
役
所
都
市
整
備
課

合

@
2
1
1
1
(内
線
2
4
1
)

大
洲
拠
点
地
区
で
の
開
発
行
為

大
洲
拠
点
地
区
の

一
部
で
は
盛
土

規
制
や
道
路
後
退
の
協
定
が
結
ぼ
れ

て
い
ま
す
。

農
地
利
用
以
外
の
目
的
で
行
う
土

地
の
埋
め
立
て

(盛
土
)
な
ど
や
宅

地
開
発
な
ど
を
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
開
発
区
域
面
積
の
多
少
に
か
か

わ
ら
ず
、
市
と
の
協
議
が
必
要
で
す
。

開
発
を
行
う
場
合
に
は
、
所
在
位
置

を
十
分
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
次
の
と
こ
ろ
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

治
水
課

宮

@
2
1
1
1
(内
線
2
8
4
)

土
地
価
格
の
目
安
と
な
る
地
価
公
示

地
価
公
示
と
は
、
売
買
時
の
目
安

と
す
る
た
め
、
都
市
計
画
区
域
内
で

標
準
的
な
使
わ
れ
方
が
さ
れ
て
い
る

土
地
(
標
準
地
)
を
選
び
、
そ
の
土

地
の
適
正
な
価
格
を
公
表
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

地
価
公
示
価
格
は
、
不
動
産
鑑
定

士
が
鑑
定
評
価
を
行
う
場
合
や
園
、

地
方
公
共
団
体
な
ど
が
公
共
用
地
な

ど
を
買
う
場
合
の
基
準
と
さ
れ
、
適

正
な
地
価
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
土
地
の
条
件

(
形
状
、
道
路
、
駅
か
ら
の
距
離
、

上
・
下
水
道
な
ど
)
を
標
準
地
と
比

較
す
れ
ば
、
知
り
た
い
土
地
の
お
お

よ
そ
の
価
格
が
わ
か
り
ま
す
。

県
内
の
地
価
公
示
関
係
書
面
(
標

準
地
の
価
格
や
周
辺
の
状
況
な
ど
)

は
市
役
所
企
画
情
報
課
に
す
べ
て
あ

り
、
誰
で
も
簡
単
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

次
の
事
例
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、

必
ず
契
約
後
2
週
間
以
内
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

届
出
の
必
要
な
土
地

.
監
視
区
域

知
事
が
期
間
を
定
め
て
指
定
す
る

一
定
面
積
以
上
の
土
地
(
大
洲
市
内

に
は
該
当
な
し
)

A
V
そ
の
他
の
区
域

A

市
街
化
区
域

2
千
平
方

M
以
上
の
土
地

(
大
洲
市
内
は
該
当
な
し
)

B
A
を
除
く
都
市
計
画
区
域

5
千
平
方

M
以
上
の
土
地

C

土
地
計
画
区
域
以
外
の
区
域

-
万
平
方
針
以
上
の
土
地

※
届
出
を
し
な
い
と
法
律
で
罰
せ
ら

れ
ま
す
。

閲
覧

・
問
い
合
わ
せ
先

企
画
情
報
課

8
@
2
1
1
1
(
内
線
3
7
4
)
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広報おおず 2∞310月号

犬と飼い主のために

m月
は

目
一頃の 『-犬

m
m
危
害
防

対
策
月
間
」
で
す

り
ι
韮
一し
い
し
つ
け
をE-

必-
放
さ
な
い

O
放
し
飼
い
は
事
故
の
も
と
で
す
!

O
家

で
も
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ

、っ1
・

0
散
歩
の
と
き
は
必
ず
綱
を
つ
け
ま

し
ょ
、
つ
1
・

山-
か
み
つ
き
事
故
を
な
く
を
う
!

か
み
つ
き
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、

犬
の
習
性
を
よ
く
理
解
し
て
正
し
く

飼
い
ま
し
ょ
う
。

狩
猟
犬
に
よ
る

か
み
つ
き
事
故
防
止

人
の
生
命
・
身
体
や
財
産
に
危
害

を
加
え
な
い
よ
う
、
十
分
訓
練
さ
れ

た
犬
で
狩
猟
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

情
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
河
原

で
あ

っ
て
も
、
フ
ン
は
必
ず
持
ち

帰
り
ま
し
ょ
う
!

省
捨
て
な
い

O
犬
を
捨
て
る
の
は
、
絶
対
に
や
め

キナ
し
ょ
、
つ
1
・

O
犬
猫
不
妊
去
勢
手
術
費
補
助
制
度

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
!

O
飼
え
な
い
と
き
は
新
し
い
飼
い
主

を
探
し
ま
し
ょ
う
!

O
家
族
の

一
員
と
し
て
終
生
か
わ
い

が
り
ま
し
ょ
う
!

省
迷
惑
を
か
け
な
い

O
道
路
や
公
園
は
犬
の
ト
イ
レ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
!

O
散
歩
中
の
フ
ン
は
飼
い
主
が
責
任

を
持

っ
て
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
!

※
「
河
原
沿
い
に
放
置
さ
れ
た
犬
の

フ
ン
に
困
っ
て
い
る
」
と
い
う
苦

犬の霊録と狂 1 予防注射を

必担Fしよう!

登録・届出は市役所保険環境課

。生後90日を越えた犬は、必ず登

録(1回限り)をして、年 1回の狂

犬病予防注射を受けなければなり ま

せん。

登録料 3，000円

予防注射料 2，850円

ただし、平成 7年度以降に登録した犬に

ついては、登録の必要はあり ません。

問
い
合
わ
せ
先

保
険
環
境
課
生
活
衛
生
係

合

@
2
1
1
1
(内
線

1
6
6
)

指定動物病院

久保田動物病院(新谷)ft 25-3225 

岡どうぶつ病院(常磐町)ft 23-1511 

西大洲動物病院(西大洲)ft 23-3303 

- 犬の首輪には、狂犬病予防注射済

票を必ずつけてください。

- 登録した犬の所在地、所有者など

が変わったり 、犬が死んだりした場

合は、犬鑑札、狂犬病予防注射票、

認め印 を持参のうえ、保険環境課へ

届け出てください。

10 

私
た
ち
の
周
り
に
は
、
犬
が
好
き
な
人
ば
か
り
で

な
く
、
苦
手
な
人
も
い
ま
す
。
周
囲
へ
の
十
分
な

気
配
り
と
正
し
い
し
つ
け
で
、
か
み
つ
き
な
ど
の

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

叩
月
か
ら
全
面
施
行

身
体
障
害
者
補
助
犬
法

こ
れ
ま
で
国
・
県

・
市
な
ど
の
公

共
施
設
や
公
共
交
通
機
関
な
ど
で
は
、

身
体
障
害
者
補
助
犬
(
盲
導
犬
、
介

助
犬
、

聴
導
犬
)
の
同
伴
な
ど
の
受

け
入
れ
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
さ
ら
に
ホ
テ
ル
、
デ
パ
ー
ト
、

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
「
不
特
定
多
数
の

人
が
利
用
す
る
施
設
」
に
つ
い
て
も

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
補
助
犬
を
連
れ
た
身

体
障
害
者
の
入
場
を
原
則
と
し
て
拒

否
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

身
体
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加

が
促
進
さ
れ
る
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
障
害
福
祉
係

合

@

2
1
1
1
(内
線

1
7
7
)

飼
い
た
い
人
と

飼
え
な
く
な
っ
た
人
の

仲
立
ち
を
し
ま
す

こ
の
制
度
は
、
犬
を
飼

っ
て
い

て
飼
え
な
く
な
っ
た
人
と
、
こ
れ

か
ら
犬
を
飼
お
う
と
思

っ
て
い
る

人
を
登
録
し
て
、
市
が
そ
の
仲
立

ち
を
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
捨

て
犬
な
ど
を
保
護
し
た
場
合
に
も
、

登
録
者
の
希
望
(
犬
種
や
大
き
さ
)

に
添

っ
て
連
絡
し
ま
す
。

犬
を
飼
い
た
い
人
、
譲
り
た
い

人
は
、
保
険
環
境
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

保
険
環
境
課
生
活
衛
生
係

合

@

2
1
1
1
(内
線
1
6
6
)
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老人医療制度について
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こ
ん
な
と
き
は
保
険
環
境
課
ヘ
申
請
し
ま
し
ょ
う

1
入
院
の
と
き

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

(
低
所
得
者

I
及
び

E
)

次
の
表

1
に
あ
る

「低
所
得
者

I
」

及
び

「
E
」
に
該
当
す
る
人
は
、
入

院
の
際
に
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
を
医
療
機
関
の

窓
口
に
示
す
こ
と
で
、
負
担
が
少
な

く
て
済
み
ま
す
。
前
も
っ
て
、
保
険

環
境
課
で
認
定
証
を
受
け
取
る
た
め

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
き
て
い
た
だ
く
も
の

老
人
医
療
受
給
者
証
、
保
険
証

長
期
入
院
の
場
合

入
院
が
叩
日
を
超
え
る
場
合
に
は
、

入院したとき の 食 事 代

一定以上の所得がある人および
780円

一般の人

90日までの
650円

低所得Eの人 入院

(市民税非課税世帯) 90日を超え
500円

る入院

低所得 Iの人 (市民税非課税世帯で
300円

所得が基準以下の世帯)

表 1

さ
ら
に
負
担
が
減
額
さ
れ
ま
す
の
で

再
度
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

2
高
額
医
療
費
の
払
い
戻
し

同
じ
月
内
に
、
次
の
表

2
に
あ
る

医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

て
支
払
っ
た
と
き
は
、
超
え
た
分
の

払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

保
険
環
境
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
き
て
い
た
だ
く
も
の

認
め
印
、

振
込
先
の
わ
か
る
も
の

70歳以上の人の自己負担額(月額)

卜~ 外来の限度額 入院友び世帯ごとの限度額
(個人ごとに計算)

一定以上の 72，300円

所得がある人 40，200円 + 
[(実際にかかった医療費一361，500)X 1 %1 

般 12，000円 40，200円
E 24，600円

イE 市民税非課税世帯

所 I 8，000円
得 市民税非課税で基 15，000円

準所得以下の世帯

表2

該
当
者
へ
の
通
知

払
い
戻
し
の
該
当
者
に
は
、
診
療

月
の
約
3
カ
月
後
に
ハ
ガ
キ
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

保
険
環
境
課
老
人
保
険
係

宮

@

2
1
1
1
(内
線

1
6
4
)

※特定疾病患者は、 自己負担額が1カ月につき1万円までとなります。
※入院時の食事代や差額ベッド代などは、払い戻しの対象になりません。

適正な診療を
同じ内容の治療をいろいろな医療機関で必要以上に受ける

「重喜受診J--¥b，--A毘回数が必要民日多くなる 「多受診」

にならないよう、適正な受診を心がけましょう。

また、健康で楽しい生活を送るため、「自分の健康は自分

で守る」を合言葉に、 日頃から健康づくりに励みましょう。

一人当たりの老人医療費の推移

老人 1人当たり

72万6千円

前年に比べ 6.5%減少

医療費

( )は前年度比伸び率万円

90 

80 

70 

60 

50 

平
成
叫
年
度

平
成
市
年
度

平
成
担
年
度

平
成
竹
年
度

平
成
叩
年
度

平
成

9
年
度

平
成
8
年
度

平
成

7
年
度

平
成

6
年
度

平
成
5
年
度

。

老人医療制度改正などにより

平成14年度大洲市の老人医療費の状況

I頁 目 件数 金 額

入 院 5，622 25億7，754万円

診療費 入院外 102，178 19億 117万円

歯 科 7，482 1億2，930万円

調 剤 18，797 21:意3，055万円

訪問看護 110 1，017万円

療養費(コルセy卜・柔道整
1，682 1，720万円

復・アンマ・マッサージなど)

.b. 言十 135，871 48億6，593万円Eコ

6，702人月平均老人医療受給者 (平成14年度)
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高齢者福祉情報シリーズ

第10回痴ほうのお年寄りの気持ち
痴ほう症状のあるお年寄りは、記憶や知能に障害があっても、人としての感情の働き

がなくなってしまったわけではありません。お年寄りがどんな気持ちで過ごしているの

かを知って、優しく、温かい気持ちで介護することが大切です。

プライドは失っていません

痴ほうの症状があっても自尊心や蓋恥

心は失われていません。介護する人は、

お年寄りのプライドを尊重して介護する

ことが大切です。

過去と現実が混同しています

過去の体験を順序立てて思い出せず、

過去と現実の区別がつかなくなっていま

す。途中からドラマを見ているような状

態なので、本人も混乱しています。

心理的に不安定な状態です

物忘れや排池の失敗などが多くなるの

は、本人にも不安で不気昧な体験です。他

人には自分の失敗を認めなかったりします

が、心の中では「もしかしたら、私はボケ

ているのかもしれない」と落ち込み、心理

的に不安定な状態に陥っています。

¥ワシポイシト?ドJiィス 1111111111111/

お年寄りならだれでも、「ボケたくない」 二

二 という気持ちを強く持っています。

三 「ボケたから00しなさい」ではなく「ボ 三

三 ケないように薬を飲みましょうJIボケ予 二

二 防のためにお医者さんに相談しましょう」 二

= と言って説明する方が効果的なようです。 二

/11111111111111111111111111111111111111111¥ 

感情がストレートに出てしまいます

感情の抑制がきかなくなります。小さい

ことが苦痛になって心理的に混乱し、怒っ

たり泣き出したりすることがあります。

自分の状態をもどかしく思っています

相手の言葉の意味はわかっても、言わ

れた状況がわからないので混乱します。

言葉のやりとりができないことをもどか

しく思っています。

介護する人の気持ちに反応します

お年寄りは、介護する人が不安だったり、

動揺していたり、嫌悪の気持ちを持ってい

たりすると敏感に感じ取ります。介護する

人が興奮して対応すれば¥相手の感情に反

応してさらに興奮します。

失敗を認めたくないのです

失敗を認めたくないという気持ちが働

き、正当化したり、作り話をしたりする

ことがあります。ときにはいば、ったり、

相手を一方的に拒否したります。
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お知らせ

前
民
生
委
員

・
児
童
委
員
の
二
宮

崇
氏
、
高
田
英
典
氏
の
退
任
に
伴
い
、

後
任
の
委
員
2
人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
各
担

当
地
域
に
お
い
て
社
会
福
祉
の
増
進

に
努
め
、
市
民
生
活
の
様
々
な
相
談

に
応
じ
ま
す
。

な
お
今
回
委
嘱
さ
れ
た
委
員
の
任

期
は
、
平
成
時
年
日
月
初
日
ま
で
で

す
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

宮

@
2
1
1
1

••••••••••••••••••••••••••••••• 

じん腕管理区分

• 

今
回
委
嘱
さ
れ
た
委
員
は
、

と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

氏

名

武

田

麗
子

連
絡
先

田
口
甲
2
3
0
1

宮

@
7
6
5
3

担
当
地
域

河
内
、
東
大
洲
、

よ
り
山
側
)

次
の

中
ケ
市

(旧
道

柿

原

八

千

代

菅
田
町
菅
田
甲

2
6
4
5

E
@
5
8
7
9
 

担
当
地
域

西
、
下
町

3
区
、
富
士

氏

名

連
絡
先

(内
線

1
8
4
)

「じん肺と肺がんは医学的に関連がある」とする専門家

による検討会報告書を踏まえ、じん肺の所見がある人に ・

発生した肺がんの労災補償上の取り扱いを平成14年11月

11日に改正しました。

平成15年 4月 1日から、原発性の肺がんは、

. 法定合併症として取り扱われます。

原発性の肺がん 原発性の肺がんとは、肺以外の部位

から転移したものでない肺がんのことです。

じん肺の

• 
改正前 じん肺管理区分が

『管理3Jまたは 『管理4Jと決定された人

(これに相当すると認められた人を含む)

寸砂
改正後 じん肺管理区分が

『管理2J、『官理3Jまたは 『管理4Jと

決定された人(これに相当すると認められた人を含む)

官 089-935-5200

問い合わせ先

愛媛労働局労災補償課

八幡浜労働基準監督署 ft0894-22-1750 

高
齢
者
虐
待
を
考
え
る

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

2
0
0
0年
4
月
か
ら
「
介
護
の

社
会
化
」
を
う
た

っ
た
介
護
保
険
が

導
入
さ
れ
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
ヘ

ル
パ

ー
な
ど
の
第
三
者
が
家
庭
に
入

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
深
刻
な

高
齢
者
虐
待
の
実
態
が
少
し
ず
つ
明

ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

固
や
地
方
自
治
体
に
は
、
こ
れ
ら

に
対
し
新
た
な
対
応
策
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
地
方
自
治
体
の
中
に
は
、

既
に
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
群
馬

県
を
例
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

昨
年
ロ
月
、
在
宅
介
護
の
現
場
で

働
く
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
ヘ
ル
パ
ー

ら
を
対
象
に
、
県
と
し
て
初
め
て
高

齢
者
虐
待
の
調
査
を
行
っ
た
と
き
の

こ
と
だ
。
県
高
齢
政
策
課
の
フ
ァ
ッ

ク
ス
は
、
県
内
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
回
答
を
吐
き
出
し
続
け
、
す
ぐ
に

用
紙
切
れ
に
な
っ
た
。

調
査
は
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
が
寄
せ

た
「
近
所
に
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
年

寄
り
が
た
く
さ
ん
い
る
」
と
い
う
一

言
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
「
本
当
に
事

例
な
ど
あ
る
の
だ
ろ
う
か
」
。
担
当
者

の
当
初
の
疑
念
は
、
や
が
て
危
機
感

に
変
わ
っ
た
。

調
査
で
、
介
護
保
険
が
始
ま
っ
た

2
0
0
0年
4
月
以
降
、
虐
待
事
例

は

4
2
5件
に
上
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
「
虐
待
事
例
を
取
り
扱
っ
た
こ
と

が
あ
る
」
と
答
え
た
人
は
、
介
護
の

(
2
)
 現

場
で
働
く
人
の

3
割
を
占
め
た
。

ご
く
普
通
に
見
え
る
家
庭
で
、
虐

待
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
起
き
て
い

た
。
し
か
し
、
介
護
の
プ
ロ
で
あ
る

は
ず
の
現
場
の
担
当
者
た
ち
で
さ
え
、

困
難
な
ケ

l
ス
を
抱
え
込
ん
だ
ま
ま

悩
ん
で
い
た
。
自
由
記
入
欄
に
は
、

「
ど
う
か
か
わ
っ
た
ら
い
い
の
か
分
か

ら
な
い
」
「
相
談
す
る
と
こ
ろ
が
な

い
」
な
ど
の
言
葉
が
並
ん
だ
。
(
以

下
略
、

7
・
お
読
売
新
聞
)

実
態
は
決
し
て
甘
い
も
の
で
は
な

く
、
介
護
者
へ
の
支
援
も
含
め
た
対

策
を
早
急
に
た
て
る
必
要
に
迫
ら
れ

土品
1
レ
れ
~
。

高
齢
者
虐
待
問
題
の
難
し
さ
に
つ

い
て
、
東
京
医
科
歯
科
大
の
高
崎
絹

子
教
授
は
、
「
高
齢
者
虐
待
は
、
被
害

者
に
痴
ほ
う
が
あ
っ
た
り
、
『
介
護
を

し
て
も
ら
っ
て
い
る
』
と
い
う
負
い

目
を
持
っ
て
い
た
り
す
る
た
め
、
自

ら
訴
え
出
る
こ
と
は
少
な
い
。
加
害

者
に
も

『自
分
が
虐
待
を
し
て
い
る
」

と
い
う
意
識
が
な
い
こ
と
が
多
く
、

問
題
が
表
面
化
し
に
く
い
」
と
指
摘

し
て
い
ま
す
。

介
護
と
い
う
献
身
的
行
為
が
、
時

に
虐
待
へ
と
暴
走
す
る
。
そ
こ
に
、

こ
の
問
題
の
難
し
さ
が
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
言

っ
て
誰
も
高
齢
者
の

「
生
き
る
権
利
」

を
奪
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

13 



広報おおず 200310月号

市立博物館企画展のご案内

く

も

'
h
a
n
J

f

れ

行
・辛

t
7
4
.
r
r
E
i
-
-
EJ

f7〕

皆
さ
ん
の
ご
来
館
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
!

市
立
博
物
館
企
画
展

江
戸
時
代
、
幕
府
が
狩
野
家
を
御

用
絵
師
に
召
し
抱
え
る
と
、
諸
藩
は

そ
れ
に
倣
っ
て
狩
野
家
の
高
弟
を
絵

師
に
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

一

方
で
、
藩
士
を
狩
野
家
の
画
塾
へ
派

遣
し
画
技
を
学
ば
せ
た
後
、
御
用
絵

師
に
採
用
す
る
傾
向
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

若宮養徳 (1750頃--1834)

先祖は松山藩の士分で、大別|の若宮村に移り

紺屋を営む。少年の頃絵師になるため江戸に

出て画を学ぶ。帰落後、多くの門人を養成し、

大洲の画壇を隆盛に導く。

大
洲
藩
で
は
、

叩
代
藩
主
の
加
藤

泰
済
が
、
江
戸
時
代
最
も
勢
力
の
あ

っ
た
木
挽
町
狩
野
家
で
画
道
を
修
業

し
た
若
宮
養
徳
を
御
用
絵
師
と
し
て

召
し
抱
え
ま
し
た
。
そ
れ
以
後
、
若

宮
家
が

3
代
に
わ
た
り
御
用
絵
師
を

勤
め
ま
し
た
。

若
宮
養
徳
は
、
藩
の
御
用
を
勤
め

た
ほ
か
、
大
洲
地
方
に
多
く
の
作
品

を
残
し
ま
し
た
。
ま
た
、
弟
子
の
教

育
に
も
力
を
尽
く
し
、
大
洲
の
画
壇

の
基
礎
を
築
い
た
人
物
で
す
。

企鷹図 (当館蔵)

午前 9時~午後 4時30分

市立博物館4階・ 5階 (中村618-1)
(社会教育センター)

休館日毎週月曜日 、10月14日、11月4日

問い合わせ先 市立博物館 ft24-4107

開館時間

場所10月4日(土)~12月~日(日I
雛飾図 (個人蔵)/聖賢図(当館蔵)若宮勝鵠

主な展示内容

若宮養 徳 十六羅漢図(如法寺蔵)/

竹林七賢図襖絵(西光寺蔵 ・当館保管)/

唐獅子図襖絵(西方寺蔵 ・当館保管)/

布袋図(龍護山蔵)

若宮晴徳 黄石張良図・ 花鳥図扉風

(当館蔵)/達磨大師図(如法寺蔵)/

墨龍図 (大洲郷土館蔵)

若宮巌滅弱菜両国 (個人蔵 ・当館

保管) /小督図 (個人蔵)

14 
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広報あ.あず 200310月号

身
近
な
道
具
や
材
料
を
使
っ
て
、

科
学
に
つ
い
て
の
知
識
を
楽
し
み
な

が
ら
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
年
は
、
国
立
大
洲
青
年
の
家
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
の
共
催
事
業
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
す
。

日

時

日

月

お
日
(
土
)

午
前
山
時

1
午
後
4
時

国
立
大
洲
青
年
の
家
体
育
館

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
体
育
課

公

@

2
1
1
1
(内
線
5
5
2
)

膏
隼
の
家
7
z
ス
-
T
ィ
瓜
ル

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
目
的

に
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

日

時

叩

月

お

日

(
土
)

午
前

9
時

1
午
後
4
時

場
所

連載コーナー

-
阿
世
宥
世
可

t
R
-即
時

世

可

喧

軍

司

軍

司

，

喧

p
t
R
-
F
喧
F
t
p
t
F
t
F
t
R
冷

静

静

静

喧

p

-R

「
セ
ク
ハ
ラ
」
と
は
「
セ
ク
シ
ユ

-R

4

バ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
の
略
で
、

合

1

U

職
場
に
お
け
る
「
性
的
い
や
が
ら
せ

*

L

3

行

為

」
の
こ
と
で
す
。

岳岡

山

一

』

望
ま
な
い
性
的
行
為
、
接
触
は
も

hF

4

2

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
性
的
に
不
快
な
思

合

宣
.
7

.
h

よ
A
-
R

E
t
M

い
を
さ
せ
る
よ
う
な
行
為
は
す
べ
て

合

医

4

E
t

ー、、1h

+4w

セ
ク
ハ
ラ
に
該
当
し
ま
す
。
例
え
ば

合

民
、
三

v

h
同

dc
一FFaaa--F

M
川

「
性
的
関
係
を
迫
る
」
「
性
的
な
噂
を

-R

，hJ
J

」
J

ノ司

t
'

流
す
」
「
職
場
の
パ
ソ
コ
ン
画
面
に
ア

*

)

だ

ダ
ル
ト
系
の
壁
紙
を
入
れ
て
い
る
」

性

A
7
i、」

リ

「
肩
に
手
を
置
く
」
行
為
か
ら
、
「男

女

?

~

の
子
・

女
の
子

・
お
じ
さ
ん

・
お
ば

の

-

U

さ
ん
と
呼
ぶ
」
「
女
性
だ
か
ら
と
い
う

ず

、

号

、

y

同
右

理
由
で
、
お
茶
く
み
、
掃
除
、
私
用

泥

酔

V

臼

事

C

の
使
い
走
り
を
さ
せ
る
」
「
宴
会
で
上

ま

.
J

ヴ

占

且

司
(
異
性
)
の
隣
り
に
座
ら
せ
た
り
、

f
F
B
-

し

た

バ

お
酌
さ
せ
た
り
す
る
」
こ
と
ま
で
、

ス
コ
嘩
T

-
一口ど

.

-

，

杭

疋

「

こ

れ

す

べ

て

セ

ク
ハ
ラ
行
為
な
の
で
す
。

'

r

J
弥

ψ

山

レ

「え
1

そ
れ
だ
け
で
?
」
と
思
、
っ
こ

い
λ

J
卜

4

ノ

周

だ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
に
よ
っ
て
仕
事
に
支
障
を
き
た
し

-
同
』
軍
事
量
軍
事
』
軍
事
事
告

h

'

h

事
』
事
量
軍
事
仮
復
』
軍
事
恢

h

'

h

'

h

軍

事

愛
媛
警
察
音
楽
隊
演
奏
な
ど

の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
コ
ー
ナ

ー、

写
真

・
華
道
・
陶
芸
作

品
な
ど
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
、

出
庖
コ
ー
ナ
ー
な
ど

ま
た
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
叩

月
初
日
(
日
)
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

国
立
大
洲
青
年
の
家

包
⑫
5
1
7
5

内
H円

台

乱
軍

t
R
t牢

-
p
-骨
量

牢

喧

牢

喧

写

喧

牢

静

岡

守

た
り
、

退
職
に
追
い
込
ま
れ
た
り

固守

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

回干

し
か
し
、
セ
ク
ハ
ラ
問
題
は
、
泣

与

き
寝
入
り
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が

与

多
く
、
な
か
な
か
表
面
化
し
ま
せ
ん
。

固守

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
に
お
い

L

て
「
事
業
主
は
、
セ
ク
ハ
ラ
防
止
の

L

た
め
に
、
雇
用
管
理
上
の
必
要
な
配

L

慮
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
さ

し

れ
て
い
ま
す
。も
し
、
上
司
や
同
僚

し

か
ら
の
セ
ク
ハ
ラ
に
あ
っ
た
場
合
、
不

い

快
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
、
は

一

っ
き
り
と
意
思
表
示
し
ま
し
ょ
う
。

J

そ
れ
で
も
、
セ
ク
ハ
ラ
行
為
が

J

続
く
場
合
は
、
信
頼
で
き
る
上
司

J

や
職
場
内
の
セ
ク
ハ
ラ
相
談
窓
口
、

』

公
的
機
関
の
相
談
窓
口
な
ど
に
相

等

談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

M'

問
い
合
わ
せ
先

与

愛
媛
労
働
局
雇
用
均
等
室

等

合

0
8
9
・
9
3
5
・
5
2
2
2
与

E
0
8
9
・
9
3
5
・
5
2
2
3
M干

タ
h

軍

事

告

仮

復

告

根

伝

』

事

国

守

龍
勝
樹
完
佐
世
位
尊
厳

)
 
-
司
ぺ
J
V(
 

「
宗
教
心
」

に
つ
い
て

① 

人
々
は
、
幸
福
を
求
め
て
神
仏
を

信
仰
し
ま
す
。

し
か
し
、
信
仰
す
る
宗
教
の
違
い

に
よ
っ
て
歴
史
上
、
数
々
の
総
軒
も

起
こ
り
ま
し
た
。
今
も
ま
だ
続
い
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
の
初
め
に
は
、
日
本
で

し
ん
と
う
じ
ゅ
き
ょ
う

も
す
で
に
、
神
道

・
儒
教

・
仏
教

・

キ
リ
ス
ト
教
な
ど
の
宗
教
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
宗
教
に
つ
い
て
、

藤
樹
は
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
り
、

人
々
に
ど
の
よ
う
に
教
え
て
い
た
の

で
し
ょ
、
っ
。

藤
樹
が
学
ん
だ
学
問
は
「
儒
学
」

で
す
か
ら
、
そ
の
宗
教
思
想
も
「
儒

教
」
が
基
本
で
す
。
で
す
が
「
儒
学
」

を
学
ん
だ
の
は
、
仏
教
の
僧
侶
で
あ

て
ん
り
ょ
う
お
し
よ
う

る
天
梁
和
尚
か
ら
で
し
た
。

次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
日
少
年
で
あ

っ
た
藤
樹
が
天
梁
和
尚
に
次
の
よ
う

し

ゃ

小

な
質
問
を
し
ま
し
た
。
「
釈
迦
は
生
ま

れ
る
と
す
ぐ
、

一
方
の
手
で
天
を
さ

し
、
他
方
の
手
で
地
を
さ
し
て
、

て
ん
じ
よ
う
て
ん
か
ゆ
い
が
ど
く
そ
ん

『
天
上
天
下
唯
我
独
尊
』
と
い
っ
た
と

い
い
ま
す
が
、
も
し
本
当
な
ら
ば
、

釈
迦
は
古
今
第
一
の
倣
聞
な
人
と
い

わ
ね
ば
な
り
ま
す
ま
い
。
和
尚
は
な

ぜ
こ
の
よ
う
な
人
を
理
想
の
人
と
し

れ
い
は
い

て
礼
拝
さ
れ
る
の
で
す
か
」
と
。

と
こ
ろ
で
、
藤
樹
が
最
初
に
宗
教

思
想
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
は
、

げ
ん
じ
ん

三
十
一
歳
の
と
き
に
書
い
た
「
原
人
」

じ
け
い
ず
せ
っ

と
「
持
敬
図
説
」
で
す
。

藤
樹
は
、
儒
教
の
経
典
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
最
高
至
上
の
神
を
、
そ
の

こ
う
じ
よ
も
っ
て
い

著
書
で
皇
上
帝
(
上
帝
)
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

皇
上
帝
と
は
、
天
地
万
物
の
生
み

し

そ

の
親
で
す
。
人
間
も
皇
上
帝
を
始
祖

と
し
て
誕
生
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
、

人
間
は
皇
上
帝
の
命
に
よ
り
生
存
し

て
い
る
の
で
す
。
だ
か
ら
皇
上
帝
は

常
に
人
間
の
言
動
を
逃
さ
ず
見
て
い

ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
人
聞
は
、
皇

上
帝
を
あ
ざ
む
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
皇
上
帝
は
、
人
間
の
行
い
を
詳

し
く
正
確
に
見
て
、
そ
の
善
悪
に
応

じ
て
、
五
福
を
与
え
六
極
を
下
し
て
、

人
聞
を
導
き
ま
す
。

五
福
と
は
、
長
生
き
・
富
・
健

康

・
心
の
平
安

・
天
寿
を
全
う
す
る
、

の
五
つ
で
す
。
六
極
と
は
、
短
命
・

に
9
1
1単
〈

病
気

・
心
配
・
貧
乏

・
悪
逆
・
柔
弱

の
六
つ
で
す
。

藤
樹
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
神

お

そ

う

や

ま

を
畏
れ
敬
う
こ
と
の
大
切
さ
を
説
い

い
て
ん
め
い

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
「
異
天
命
」

そ
ん
と
く
せ

「
尊
徳
性
」
(
宗
教
性

・
道
徳
性
)
の

宗
教
思
想
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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広報おおず 200310月号

大洲城天守閣復元

平成15年 9月1日まで

に皆様か5お寄せいただ

いた復元のための募金額

は、414，115，677円

です。

かわら版

大洲市は、市の新しいシンボルとして、市制施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大川|
城に関する写真や資料などをお持ちの人はご連絡ください。また、このコ
ーナーに対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策第1係 内線352

伝
統
技

i 術
漆:を
賞受
之11

宇警

ft 24-2111 

そ
の

4

大
洲
城
天
守
閣
の
復
元
は
、
古
来
の
伝
統
技
術
に
よ
り
、
明
治

時
代
に
取
り
壊
さ
れ
た
天
守
閣
を
再
現
す
る
も
の
で
す
。
今
月
号

で
は
、
天
守
閣
の
白
壁
に
使
用
す
る
漆
喰
づ
く
り
を
紹
介
し
ま
す
。

の
り

漆
喰
に
は
、
石
灰
と
糊
、
そ
し
て

ス
サ
と
呼
ば
れ
る
植
物
繊
維
を
用
い

ま
す
。

そ
の
工
程
は
、
糊
を
作
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
薪
で
火
を
炊
き
、

グ
ラ
グ
ラ
と
湯
が
沸
く
と
北
海
道
産

の
『
ぎ
ん
な
ん
草
』
と
呼
ば
れ
る
海

草
を
入
れ
、
し
ば
ら
く
煮
ま
す
。
【写

真
1
}
海
草
を
煮
る
の
で
、
作
業
場

内
は
、
昆
布
を
煮
た
よ
う
な
独
特
の

匂
い
が
充
満
し
て
い
ま
す
。
ぎ
ん
な

ん
草
が
柔
ら
か
く
な
り
、
煮
汁
に
粘

り
が
出
る
と
糊
の
出
来
上
が
り
で
す
。

糊
が
出
来
上
が
る
と
今
度
は
ス
サ

A;黍喰づくりの様子 漆喰塗りは古来か
らの伝統工法で、製作にも手聞がかか
る。

を
混
ぜ
合
わ
せ
ま
す
。
{
写
真
2
・
写

真
3
】
ス
サ
は
、
漆
喰
が
和
が
れ
落

ち
た
り
、
収
縮
し
て
ひ
び
割
れ
た
り

す
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。
ス
サ
に
は
、

兵
庫
県
産
の
麻
ス
サ
を
使
用
し
ま
す
。

麻
ス
サ
と
は
、
麻
の
ロ

l
プ
を
細
か

く
裁
断
し
、
も
み
ほ
ぐ
し
た
も
の
で

す
。糊

と
ス
サ
が
よ
く
混
ざ
る
と
最
後

に
石
灰
を
混
ぜ
合
わ
せ
ま
す
。
【
写
真

4
】
石
灰
は
、
高
知
県
産
の
も
の
で

す
。
糊
と
ス
サ
に
対
し
、

二
倍
の
量

の
石
灰
を
ミ
キ
サ
ー
で
混
ぜ
合
わ
せ

ま
す
。
混
ぜ
終
わ
る
と
、
袋
に
入
れ

約
十
カ
月
寝
か
し
、
漆
喰
が
完
成
し

ま
す
。
【
写
真
5
】

大
洲
城
天
守
閣
に
使
用
す
る
漆
喰

の
量
は
約
三
十
3
m
o

本
格
的
に
漆
喰

塗
り
が
始
ま
る
の
は
来
年
の
春
頃
の

予
定
で
す
。

16 

企4階屋根の鯨五や鬼五を見上
げる見学者

一
般
見
学
会
を
八
月
十
四
日
、

十
五
日
の
両
日
開
催
し
ま
し
た
。
見

学
会
に
は
、
天
守
閣
の
復
元
途
中
の

禄
子
を
一
目
見
ょ
う
と
市
内
外
か
ら

二
、
九

O
O人
が
参
加
し
ま
し
た
。

次
回
の
一
般
見
学
会
の
予
定
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
最
終
回
で
す
の

で
お
見
逃
し
な
く
!

一
般
見
学
会
・
最
終
回

十

一
月
二
十
二
日
(
土
)

二
十
三
日
(
日
)

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で



市民課
ωさ3
h3-6・

二ミ2
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¥ 、

第2次サービス

住基ネットがスタート

全国どこの市区町村でも本人や世帝の住民票(写し)の受付が受けることができたり、身分証明書としても使える住民基本台帳力一ドを作ること
ができるようになりました。この臼の午前中に市役所を訪れ、大洲市で最初にカード発行を申し込んだ山本昭文さん(阿蔵)に早速住民基本台帳カ

ードが手渡されました。

一足早く合併します
森林組合予備契約調印式

大洲市、長浜町、肱川町、河辺村の4森林組合が、平成16年1
月1日に合併することが決まり、この目、予備契約が変わされま
した。 4市町村の首長の立会いのもとで各森林組合長が次々と調
印し、経営基盤や組織力の充実強化、地域の特色を生かした事業

を展開することなどが確認されました。

恒例のいもたき初煮会が如法寺河原で関かれ、市内外から訪れた約

5千人の皆さんが大洲特産のサトイモの入った“いもたき"を味わい
ました。この日は、4つの大鍋を使い約1500人分のいもたきが作られ、
無料で配られたほか、臥龍太鼓の演奏や米子市の安来節保存会による

"どじょうすくい"、打ち上げ花火などで会場を盛り上げました。

ネットを付けてひったくり防止

地域の安全を呼びかけるため、地元防犯協会、警察署、 警察署で職
場体験中の肱東中学生、市関係者など約20人による街頭啓発か.アク

トピア大洲周辺で実施されました。自転車力ゴに付ける“ひったくり
防止ネット"やチラシなどを手渡し、通行する人に被害に遭わないよ

う呼びかけました。

大洲夏季大学 ~市民会館で関かれました~

悲しいことやつらいことを心の栄養に

タレントの石川ひとみさんが自らの闘病体験などを講演しました。
IB型肝炎は 『治すjより f体調を保つ』ことで克服していくことが
大切。この病気になったことで、家族や友人の存在を意識するように

なり、知らないうちにお互い支えたり支えられたりしていることに気
づいたJと前向きに生きることの大切さを語りかけました。
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口箇

あなたの健康を
サポートします

ι悶 I霊盟理霊園

四
月
の
各
種
検
診
・
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
・
:
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
階

{乳
幼
児
健
康
診
査
}

o
m月
7
日

ω
平
成
日
年
5
月
生

(こ
の
日
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要
)

o
m月
日
日
刷

平
成
ロ
年
9
月

o
m月
幻
日

ω
平
成
凶
年
3
月
生

受
付
時
間

日
時
1
日
時
却
分

持
参
口
問

母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

{問
カ
月
児
育
児
相
談
}

o
m月
6
日
開

平
成
比
年
ロ
月
生

受
付
時
間

9
時
1
9
時
却
分

持
参
品

母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト
・

パ
ス
タ
オ
ル

-:ura~j~=~日5・・
10月5日(日)松元産婦人科医院 (中村)1

ft 24-3067 

10月12日(日)石川内科胃腸科 (若宮)

ft 24-3306 

辻内科医院 (長浜)

ft 52-0174 

{栄
養
相
談
}
予
約
制

o
m月
お
日
例

相
談
時
間

叩
時
1
正
午
、
日
時
1
日
時

持
参
品

健
康
手
帳

期
日 婦

人
が
ん
検
診

日
月
9
日
閥
、
目
月
刊
日
制四

日
月
M
H

日
仰
、
山
月
口
日
幽

叩
月
辺
日
側
、
日
月
担
日
幽

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

※
時
間
、
料
金
に
つ
い
て
は
、
健
康

チ
ェ

ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

今
年
度
も
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

実
施
し
ま
す
。

実
施
日
時
、
場
所
な
ど
に
つ
い
て
は
、

「
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
叩
月
号
」
、
ま

た
は
各
連
絡
所
発
行
の

「保
健
だ
よ
り

叩
月
号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

(怨
⑫
0
3
1
0
)
ま
た
は
最
寄
り
の
連

絡
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

10月13日(月)小川整形外科 (三の丸)

合 23-5596

10月19日(日)中塚内科 (西大洲)

まま 24一0606

10月26日(日)東大洲城戸眼科 (東大洲)

まま 24-1010

大
洲
保
健
所

予
約
制

【エ
イ
ス
検
査

・
相
談
】

O
毎
週
火
曜
日

日
時
1
正
午

【
難
病
医
療
相
談
】

O
第
3
火
曜
日
日
時
1
日
時

【精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第
3
金
曜
日
目
時
1
日
時

【H
T
L
V

1

抗
体
陽
性
者
相
談
}

O
月
1
金
曜
日

9
時
1
凶
時
却
分

【女
性
の
健
康
相
談
]

O
第
3
木
曜
日
目
時
1
口
時

{思
春
期
健
康
相
談
}

O
第
4
木
曜
日
叩
時
1
凶
時

{ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

O
第
3
水
曜
日

受
付
時
間

ロ
時
加
分
1
日
時
却
分

対
象

就
学
前
児
童

(1
1
6
歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、
フ

ツ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

献
血
の
お
知
5
せ

叩
月
2
日
同

大
洲
病
院

大
洲
中
央
病
院

-・EL'・匡E主置;~.~~
曜日によって救急当番病院は

変わります。昼間・夜間の急患 |

など、ご相談は、その日の当番 i
病院まで。 I

市立大洲病院 (西大洲)

公 24-2151

宮)加戸病院 (若

ft 24-5101 

月 ・火曜日

日曜水

叩
時
1
正
午

日
時
却
分

i
M
時

森)

大洲中央病院 (東大洲)

合 24-4551

日大洲記念病院 (徳

怨 25-2022

金~日曜日

曜木

10[，，<，1多併
用 IIP

新 一
着卜A〆AA19

図 16"1>.

霊童

大

雑

学

百

科

森

川
洋
昭
ほ
か
著

2
台
目
パ
ソ
コ
ン
へ
の
デ
l
タ
&
設
定
引

越
し
安
心
マ
ニ
ュ
ア
ル
柳
谷
智
宣
著

ン

リ

ン

ユ

ウ

セ

イ

チ

ン

ン

ユ

ン

史

林

有

声

陳

舜

臣

著

管
理
者
の
基
本
教
科
書
吉
田
博
著

ナ

チ

エ

キ

ル

ソ

ン

突
き
の
文
化
人

類

学

屋

吉

城

著

だ
か
ら
、
国
連
は
な
に
も
で
き
な
い

リ
ン
ダ
・
ポ
ル
マ
ン
著

誰
が
老
人
を
救
う
の
か

川
越
智
子
著

家
裁
調
査
官
が
見
た
少
年
法
印
年

寺
尾
絢
彦
著

中
学
生
・
高
校
生
の
生
活
と
意
識
調
査

N
H
K
放
送
文
化
研
究
所
編

も
う
や
め
ろ
!
ゆ
と
り
教
育
西
村
和
雄
編

ユ
ウ
プ
ン

ど

っ

こ

い

し

ょ

日

本

貝

雄

文

著

ユ
ガ

痛
み
と
歪
み
を
治
す
健
康
ス
ト
レ
ッ
チ

伊
藤
和
磨
著

発
明
・
ア
イ
デ
ア
成
功
術
発
明
学
会
編

よ
く
わ
か
る
建
築
の
ト
ラ
ブ
ル
Q
&
A

安
藤

一
郎
著

く
さ
い
は
う
ま
い

小
泉
武
夫
著

ピ
l
ル

麦

酒

の

つ

ま

み

太

田

潤

著

あ

の

頃

小

川

宏

著

育
て
て
み
た
い
鉢
花
問
種

N
H
K

つ
く
ら
れ
た
日
本
語
、
言
語
と
い
う
虚
構

鈴
木
義
里
著

ム
l
ン
ラ
イ
ト
シ
ャ
ド
ウ

よ
し
も
と
ば
な
な
著

輝

く

日

の

宮

丸

谷

才

一
著

天
使
の
爪
上
・
下
大
沢
在
日
閏
著

ガ

シ

深
川
し

ぐ

れ

河

岸

早

乙

女

貢

著

蘭

・

乱

・

ら

ん

阿

木

曜

子

著

い
つ
の
日
か
旅
に
出
ょ
う
内
田
春
菊
著

き

れ

い

な

人

高

橋

た

か

子

著

18 

盗

作

伊

藤

た

か

み

著

流
れ
星
と
遊
ん
だ
こ
ろ
連
城
三
紀
彦
著

エ

・

ア

ロ

ー

ル

渡

辺

淳

一
著

夢

は

荒

れ

地

を

船

戸

与

一
著

男

た

ち

へ

の

遺

言

石

津

謙

介

著

紳
士
道
と
武
士
道

T
・
レ
ゲ
ッ
ト
著

ず
ー
っ
と
い
っ
し
ょ伊

集
院
静
・
堂
本
剛
著

想

像

力

と

創

造

力

永

六

輔

著

カ
ッ
シ
l
ノ

浅

田

次

郎

著

ム

ガ

凄

絶

な

生

還

竹

脇

無

我

著

冬
の
ソ
ナ
タ
上
・
下
キ
ム

・
ウ
ニ
他
著

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

ト
ニ

1
・パ

l
ソ
ン
ズ
著

動
か
な
い
でM

・
マ
ツ
ツ
ア
ン
テ
ィ
l
ニ
著

吉
村
荷

-w，

ハ
ロ
ガ
ネ
ム
シ

ハリガネムシ

吉村寓壱 著

あ
の
女
の
尋
常
な
ら
ぬ
世
界
に
入
り
込

ん
だ
た
め
、
暴
力
性
が
引
き
出
さ
れ
た
の

か
?
そ
れ
と
も
、
身
の
内
に
う
ご
め
く

「
ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
」
の
せ
い
な
の
か
?
暴

力
と
い
う
大
き
な
主
題
を
正
面
か
ら
扱
っ

た
第
1
2
9
回
芥
川
賞
受
賞
作
品
。

¥
新
着
本
は
、
月
始
め
に
ま
と
め
て

/

/
新
着
コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。
¥

読
書
講
座

「
読
書
の
た
の
し
み
」

講
師

稲
積
街
喜
…
先
生

日

時

叩
月
お
日
同

9
時
加
分
1
1
時
却
分

場
所

大
洲
市
立
図
書
館
4
階

[
休
館
日
]
毎
週
月
曜

・
叩
月
H
日・

汎
日
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母
子
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

-R母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
事
業

j
母
子
家
庭
の
母
の
職
業
能
力
の
向
上

と
求
職
活
動
の
促
進
を
図
る
た
め
の
自

立
支
援
事
業

i

1

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

対
象

母
子
家
庭
の
母

雇
用
保
険
加
入
期
間
3
年
未
満
の
人
に

対
し
て
、
市
な
ど
が
指
定
し
た
教
育
訓
練

給
付
講
座
の
受
講
費
用
の

4
割
相
当
(
上

限
却
万
円
・
下
限
8
千
円
)
を
給
付
し
ま
す
。

2

高
等
技
能
訓
練
促
進
費

対
象

母
子
家
庭
の
母

看
護
師
・
保
育
士
・
介
護
福
祉
士
・
理

学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
の
高
度
な
技
能

資
格
取
得
の
た
め
に
2
年
以
上
養
成
機
関

で
修
業
す
る
場
合
、
最
終
の

3
分
の

1
の

期
間
に
つ
い
て
促
進
費
叩
万
3
千
円
以
内

(月
額
)
を
ロ
カ
月
以
内
で
支
給
し
、
生

活
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

3

常
用
雇
用
転
換
奨
励
金

対
象

雇
用
主

臨
時
・
パ

1
ト
雇
用
・
労
働
者
と
し
て

雇
用
し
、
職
場
内
研
修
実
施
6
カ
月
後
に

常
用
雇
用
労
働
者
に
雇
用
転
換
し
た
場
合
、

雇
用
主
に
奨
励
金
却
万
円

(1
人
当
た
り
)

を
給
付
し
ま
す
。

(有)いの水 道設備

公 24-2216

水道業者の 島
緊急漏水当番表宅許

佐藤水 道庖

まま 24-4410

10月4日出

女
児
童
扶
養
手
当
支
給
額
の
改
定

児
童
扶
養
手
当
額
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
特

例
措
置
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
支
給
額
が

改
定
さ
れ
ま
す
。

全
部
支
給

(
月
額
)

4
2
、
0
0
0
円
(現
行
4
2
、
3
7
0
円
)

一
部
支
給

(
月
額
)

4
1
、
9
9
0
円
1
9
、
9
1
0
円

(
現
行
4
2
、
3
6
0
円
1

1
0
、0
0
0
円
)

問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

mu
@

2
1
1
1
(内
線
1
8
1

自
分
は
大
丈
夫
と

言
い
切
れ
ま
す
か
?

自
賠
責
保
険

・
共
済
は
、
年
間
1
2
0

万
件
を
超
え
る
交
通
事
故
の
被
害
者
に
支

払
わ
れ
て
い
ま
す
。

バ
イ
ク
・
原
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て

の
自
動
車
の
保
有
者
に
、
自
動
車
1
台
ご

と
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

強
制
保
険
で
あ
る
自
賠
責
保
険
・
共
済

は
、
す
べ
て
の
加
害
者
の
賠
償
責
任
を
担

保
す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
被
害
者
の

基
本
的
な
対
人
賠
償
を
保
障
す
る
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

自

賠

責

制

度

の

ホ

ム

ペ

ジ

z
g一¥〉ミミミ・-一
σ印一・壱

10月5日(印 (有)内国電気水道設備

ft25-2858 

(有)オクダ 設 備

公 24-3674

10月12日(日)神南設備

まま 25-4684

淳 山水道工事庖

ft24-2583 

西 回 水道庖

ft26-0265 

10月11日出

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
運
輸
支
局
輸
送
諜

包

0
8
9
・
9
5
6
・
1
5
6
3

合
同
追
悼
式
の
開
催

第
灯
回
大
洲
市
戦
没
者

・
消
防
及
び
公

務
殉
職
者
合
同
追
悼
式
を
開
催
し
ま
す
。

日

時

叩
月
8
日
同

午

前

日
時
か
ら

場

所

大
洲
市
民
会
館

追
悼
式
へ
の
参
列
を
希
望
す
る
人
は
、

お
近
く
の
遺
族
会
役
員
ま
た
は
高
齢
福
祉

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

mu
@

2
1
1
1
(内
線
1
7
6
)

新
築

・
取
り
壊
し
家
屋
の
調
査

平
成
日
年
中
に
新
築
ま
た
は
増
築
及
び

取
り
壊
さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
実
施
調
査
を
行
い
ま
す
。

。
対
象
と
な
る
家
屋

平
成
四
年
1
月
2
日
以
降
に
新
築
・
増

築
さ
れ
た
家
屋
及
び
取
り
壊
さ
れ
た
家
屋

.
調
査
期
間

平
成
同
年
目
月
初
旬
か
ら

平
成
凶
年
1
月
下
旬
ま
で

取
り
壊
さ
れ
た
家
屋
は
、
調
査
漏
れ
に

よ
り
引
き
続
き
課
税
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、

伊予屋住設

会 24-2541

10月13日(月)中央建設 (株)

ft24-3556 

10月18日出

岡福水道工 事 庖

ft24-3656 

久保鉄工所

公 26一 0537

大 塚 鉄 工所

ft25-0300 

お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

-
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
で
取
り
壊
し

後
「
滅
失
登
記
」
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合

2

登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
を
取
り
壊

し
た
場
合

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
固
定
資
産
税
係

金

@

2
1
1
1
(内
線
1
2
6
)

雇
用
再
生
集
中
支
援
事
業

厚
生
労
働
省
で
は
、

一雇
用
調
整
を
行
う

事
業
主
が
作
成
す
る
「
雇
用
調
整
方
針
」

の
対
象
と
な
っ
た
離
職
者
に
対
す
る
早
期

再
就
職
の
た
め
の
各
種
支
援
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
年
8
月
か
ら
、
地
方
銀
行
、
第
二
地

方
銀
行
、
信
用
協
同
組
合
な
ど
の
中
小

・

地
域
金
融
機
関
に
よ
る
不
良
債
権
処
理
の

影
響
を
受
け
た
事
業
主
に
つ
い
て
も
事
業

の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

愛
媛
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

2
2万一ミ
ggg・。，『
o
c
a
o
z
・Go--℃

¥

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
局
職
業
対
策
課

8
0
8
9
・
9
4
1
・
2
9
4
0

県
産
晶
ま
つ
り
の
ご
案
内

地
域
の
特
産
品
を
展
示
・
即
売
す
る
第

幻
回
南
予
地
区
愛
媛
県
産
品
ま
つ
り
(
{
子

10月19日(日)城戸電 業社

合 25-2944

(欄 西日 興 産
台 25-2197

体)土居鉄工所

ft24-4519 

(有)佐々木鉄工

ft26一0875

(有)神田鉄工所

公 24-4122

10月26日(日)(有)南予水道住設

ft23-2352 

10月25日出

和
島
会
場
)
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日

時日
月
お
日
目

午
前
叩
時
1
午
後
5
時

叩
月
初
日
間

午
前
山
時
1
午
後
4
時

会

場

宇
和
島
き
さ
い
や
ロ

l
ド

問
い
合
わ
せ
先

字
和
島
地
方
局
商
工
労
政
課

8
0
8
9
5
・
2
2
・
5
2
1
1

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V

「
酒
井
芳
子
」
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
展

9
月
初
日
例

i
m月
5
日
刷

V

「
土
と
ガ
ラ
ス
で
遊
ぶ
」
宇
和
川
素
子

日
月
7
白
川
w
l
m
月
日
日
開

v
i
選
び
抜
か
れ
た
版
画

・
暮
ら
し
の
中

に
1

現
代
版
画
展

叩
月
日
日
同

1
m月
四
日
同

V
え
ひ
め
町
並
博
2
0
0
4
プ
レ
企
画

竹
の
造
形
家
「
松
本
秋
則
展
」

日
月
お
日
出
1
日
月
9
日
制

展
示
時
間

午
前
日
時

1
午
後

5
時

※
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

休

館

毎
週
月
曜
日

(
祝
日
の
場
合
は
翌
火
曜
日
)

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

公
@
1
2

8
1

圃ーーーーーー園田園園園田園・圃圃可

… -
E 
E 
E 
E 
E 
E 
E 

今
年
の
夏
は
、
お
盆
の
頃
を
過
ぎ
て

本
来
の
暑
さ
が
戻
り
、
大
洲
市
の
最
高

気
温
が
日
本

一
を
記
録
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
9
月
に
な
っ
て
も
暑
い
日

は
続
き
、
前
半
の
涼
し
さ
か
ら

一
転
、

夏
の
終
わ
り
に
駆
け
込
む
よ
う
に
猛
暑

が
続
き
ま
し
た
。
駆
け
込
み
と
い
え
ば
、

こ
の
広
報
原
稿
の
締
め
切
り
前
。
い
つ

も
周
り
を
パ
タ
パ
タ
さ
せ
て
し
ま
う
私

が
、
今
年
の
夏
の
暑
さ
を
と
や
か
く
言

え
る
立
場
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。

(や
)
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内
相談内容 目 時な ど 場所な ど 聞 い 合 わ せ 先

人 4雀 キ目 談 10月15日(水)/午前10時~正午 八多喜公民館
君、ぐときは法務局 n24-4155 

(法務省) 10月17日(金)/午前10時~正午 市役所3階会議室

人権擁護委員による 毎週月 -水 ・金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 宮 24-4155

無 料 ヰ目 談 所 9 時~ 1 6 時 (休日を除く) 人権相談室

~す- 政 キ目 談
10月20日(月)/午前9時~正午 市役所3階会議室

急ぐときは まま24-5072(山本)
(総務省) まま24-4294(辻)

社会保険相談
10月6日(月)/午前10時~午後3時30分

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

10月21日(火)/午前10時~午後3時30分 n089-925-5105 

不動産無料相談 10月15日(水)/午前9時~午後4時 宅建協会大洲支部 (有)上田喜六不動産 n24-4452 

一般相談 毎週月-水曜日

法律相談 毎週火 ・木曜日 大洲市総合福祉
受付は総合福祉センター 1階

心配 ご と 介 護 相談 毎週金曜日 センター
社会福祉協議会窓口まで

中目 談 時間はいすれも (相談室直通) n23-0313 
午前10時~正午、 午後l時~午後4時 n23-5629 
祝日 年末年始を除く

家庭児童相談
月~金曜日/午前8時担分~午後5時15分

市役所高齢福祉課 n24-21 1 1 内線178
祝日年末年始を除く

人権・同和問題に 月~金曜日/午前8時泊分~午後5時15分 大洲隣保館 合 24-6100
関す る 何 でも相談 祝日 年末年始を除く 大洲福祉会館 n25-1947 

青少年相談電話
月~金曜日/午前8時担分~午後5時15分

青少年センター 合 24-7830
祝日 年末年始を除く

ふれ愛スクール相談電話
月~木曜日/午前9時~午後4時 国立大洲青年の家内

まま24-1414
祝日ー年来年始を除く 大洲ふれ愛スクール

案とご談本目

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

シ
リ
|
文

-h州
の
茸
目
ば
む

ι

七
曲
が
り
半
の
大
蛇

春

賀

昔
々
、
春
賀
の
変
電
所
の
と

こ
ろ
は
「
久
保
の
池
」
と
い
う

大
洲
一
大
き
な
池
で
し
た
。
そ

の
池
か
ら
法
円
寺
に
行
く
道
は
、

く
ね
く
ね
と
曲
が

っ
て
い
る
の

で
、
「
七
曲
が
り
半
」

と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

あ
る
時
、
大
洲
の
お
殿
様
が

家
来
を
連
れ
て
別
荘
に
遊
び
に

来
ま
し
た
。
そ
の
頃
大
洲
城
で
は
天
守
閣
を
建
て
て
い
る
最
中

で
し
た
。
大
工
の
棟
梁
が
天
守
閣
の
上
か
ら
辺
り
を
眺
め
て
い

る
と
、
お
殿
様
が
登
っ
た
七
曲
が
り
半
の
坂
が
に
ょ
ろ
に
ょ
ろ

と
動
い
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
棟
梁
は

「
お
殿
様
が
ご

無
事
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」
と

一
途
に
祈
り
ま
し
た
。
す
る
と
、

あ
れ
ほ
ど
動
い
て

い
た
山
道
が
ピ
タ
ッ
と
動
か
な
く
な
り
ま
し

た
。早

速
家
来
が
駆
け
つ
け
て
み
る
と
、
お
殿
様
は
無
事
で
し
た
。

し
か
し
、

そ
こ
に
は
大
き
な
大
き
な
大
蛇
が
死
ん
で
い
ま
し
た
。

動
い
て
い
た
の
は
七
曲
が
り
半
の
大
蛇
だ
っ

た
の
で
す
。

そ
の
あ
と
が
一
苦
労
。

荷
車
七
台
半
で
や
っ
と
の
こ
と
大
蛇

を
片
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
大
蛇
は
お
殿
様
が
来
た
別
荘
の

ハ
ル

ニ
レ
の
木
の
下
に
埋
め
ら
れ、

今
は
法
円
寺
に
祭
っ
て
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
洲
市
教
育
委
員
会
発
行

「
大
洲
の
昔
ぱ
な
し
と
里
う
た
」
第
市
話
か
ら 企久保の池の名残りを残す石碑

大 洲 市内の交通 事 故

8月末現在 昨年同期

件数 169 171 

負傷者 217 228 

死者 3 2 

市民の動き

平成15年8月29日現在

出生 22人(ー15)

死亡 31人(+2) 

39，077人(+6) 

18，658人(+9) 

20，419人(-3) 

14.795世帯(+9) 

口

数

男

女

帯

人

ぜ

今月の納税は

市・県民税第3期

国民健康保険税第3期

20 

( )内は対前月九納期限は10月31日です
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